
1 

 

 
 
 

令和６年第１回 

市議会定例会（３月） 
提出議案 

（追加提案分） 

 

 

 

主要事項説明書 

 

 

 

 
  福 知 山 市 

  



2 

 

目 次 
 

◆ 令和５年度会計別予算額一覧 .................................... 3 

◆ 令和５年度一般会計歳入予算額一覧 .............................. 4 

◆ 令和５年度一般会計歳出予算額一覧（目的別） ..................... 5 

◆ 令和５年度一般会計歳出予算額一覧（性質別） ..................... 6 

◆ ３月補正予算（追加提案分) 主要事項 ............................ 7 

◆ 条例関連議案 ................................................. 63 

◆ その他議案 ................................................... 65 

◆ 報 告 ....................................................... 67 

  



3 

 

◆ 令和５年度会計別予算額一覧  

 

 
  

（単位：千円）

補正前の額
３月補正額
（前倒し）

３月補正額
（追加）

補正後の額

52,007,554 175,600 170,371 52,353,525

7,270,595 44,412 7,315,007

32,410 32,410

3,300 3,300

20,800 20,800

22,639 7,736 30,375

228,000 228,000

保険事業勘定 9,080,826 9,080,826

介護サービス事業勘定 44,948 44,948

135 135

2,360,560 2,360,560

19,064,213 52,148 19,116,361

4,424,600 4,424,600

9,732,100 9,732,100

福知山市民病院 19,420,553 19,420,553

大江分院 878,537 878,537

20,299,090 20,299,090

34,455,790 34,455,790

105,527,557 175,600 222,519 105,925,676合　　　　　　　　　計

福知山都市計画事業石原土地区画整理事業

介護保険事業

下夜久野地区財産区管理会

後期高齢者医療事業

小　　　　計

企
業
会
計

水道事業

下水道事業

病院事業

小　　　　計

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

特
　
　
　
　
別
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

国民健康保険事業

国民健康保険診療所費

と畜場費

宅地造成事業

休日急患診療所費



4 

 

◆ 令和５年度一般会計歳入予算額一覧  

 

 
  

（単位：千円）

補正前の額 第９号補正額 第１０号補正額 補正後の額

01 市税 11,849,531 226,735 12,076,266

02 地方譲与税 481,845 481,845

03 利子割交付金 4,000 4,000

04 配当割交付金 90,000 90,000

05 株式等譲渡所得割交付金 62,000 62,000

06 地方消費税交付金 1,950,000 1,950,000

07 ゴルフ場利用税交付金 6,000 6,000

08 自動車取得税交付金 1 1

09 環境性能割交付金 60,000 60,000

10 法人事業税交付金 200,000 200,000

11 国有提供施設等所在市町村助成交付金 25,000 25,000

12 地方特例交付金 75,000 14,027 89,027

13 地方交付税 11,270,000 492,115 11,762,115

14 交通安全対策特別交付金 10,000 10,000

15 分担金及び負担金 190,501 1,908 △ 5,866 186,543

16 使用料及び手数料 1,244,279 400 1,244,679

17 国庫支出金 8,870,037 38,020 △ 36,646 8,871,411

18 府支出金 3,231,010 △ 137,050 3,093,960

19 財産収入 484,249 484,249

20 寄附金 395,962 395,962

21 繰入金 3,512,089 △ 311,515 3,200,574

22 諸収入 1,013,185 43,802 1,056,987

23 市債 6,558,700 135,400 △ 259,601 6,434,499

24 繰越金 424,165 272 143,970 568,407

一般会計　合計 52,007,554 175,600 170,371 52,353,525

款
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◆ 令和５年度一般会計歳出予算額一覧（目的別） 

 

 
  

（単位：千円）

補正前の額 第９号補正額 第１０号補正額 補正後の額

01 議会費 322,361 322,361

02 総務費 5,633,293 14,140 672,492 6,319,925

03 民生費 16,256,398 △ 38,767 16,217,631

04 衛生費 7,393,040 △ 91,985 7,301,055

05 労働費 18,220 18,220

06 農林業費 1,361,160 14,962 △ 111,759 1,264,363

07 商工費 1,142,177 △ 13,780 1,128,397

08 土木費 4,118,523 20,794 4,139,317

09 消防費 2,751,184 △ 2,300 2,748,884

10 教育費 5,705,078 146,498 △ 105,747 5,745,829

11 公債費 5,795,220 5,795,220

12 予備費 50,000 50,000

13 災害復旧費 1,460,900 △ 158,577 1,302,323

一般会計　合計 52,007,554 175,600 170,371 52,353,525

款
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◆ 令和５年度一般会計歳出予算額一覧（性質別） 

 

 
 

  

（単位：千円）

補正前の額 第９号補正額 第１０号補正額 補正後の額

7,108,053 469,729 7,577,782

う　ち
 議　　員　　給　　与　　費 152,693 152,693

う　ち
 職　　員　　給　　与　　費

6,012,971 477,498 6,490,469

6,259,853 △ 25,841 6,234,012

308,986 308,986

8,709,835 33,483 8,743,318

8,699,011 △ 70,578 8,628,433

10,466,415 175,600 △ 442,560 10,199,455

う ち 人 件 費 690,870 690,870

9,005,515 175,600 △ 283,983 8,897,132

補 助 事 業 費 2,907,157 175,600 △ 68,229 3,014,528

単 独 事 業 費 6,098,358 △ 215,754 5,882,604

1,460,900 △ 158,577 1,302,323

5,795,220 5,795,220

858,517 236,448 1,094,965

282,086 △ 22,000 260,086

3,469,578 △ 8,310 3,461,268

50,000 50,000

52,007,554 175,600 170,371 52,353,525

公 債 費

区 分

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

投 資 的 経 費

普 通 建 設
事 業 費

災 害 復 旧
事 業 費

積 立 金

出 資 金 ・ 貸 付 金

繰 出 金

予 備 費

一般会計　合計



7 

 

◆ ３月補正予算（追加提案分) 主要事項 
 

 
  

林道施設災害復旧事業 31,423 継続 11

小計（１事業） 31,423

地域振興基金造成事業 26,539 継続 12

ＫＴＲ支援事業 22,850 継続・減額 13

公共交通維持改善事業 78,776 継続・減額 14

地域公共交通燃料価格激変緩和対策事業 2,590 継続 15

住宅新築資金等貸付事業 44,802 継続 16

保育所委託事業 76,127 継続 17

地域生活支援事業（相談支援事業） 15,484 継続 18

自立支援給付（障害福祉サービス等）事業 155,177 継続 19

障害児通所給付費等事業 11,580 継続 20

福知山マラソン大会支援事業 8,231 継続 21

長谷墓園基金事業 400 継続 22

地場産農産物推進事業 6,385 継続 23

除雪関連事業 83,300 継続 24

急傾斜地崩壊対策事業 8,092 継続 25

橋りょう長寿命化対策事業 継続 26

減債基金積立事業 111,017 継続 26

京都府税務共同化事業 2,863 継続 27

一般管理費(職員人件費) 497,217 継続 28

③　市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち

一
般
会
計

災
害

復
旧

①　市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち

通
常
補
正

⑤　市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち

⑥　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち

⑧　市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち

⑨　持続可能な生活を支える基盤の整ったまち

○　その他一般事業

（単位：千円）

区分／政策名
補正額 区分 ページ

事業名

財源更正
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人権関連施設集約整備事業 △ 3,500 減額 29

三和支所施設管理事業 △ 5,090 減額 29

三和地域交流拠点施設整備事業 △ 3,200 減額 30

夜久野支所施設管理事業 △ 5,590 減額 30

日本の鬼の交流博物館運営事業 △ 4,700 減額 31

体育施設設備整備事業 △ 6,000 減額 31

民間保育所運営事業 △ 20,050 減額 32

幼児教育・保育無償化事業 △ 8,787 減額 32

児童扶養手当事業 △ 34,740 減額 33

児童手当事業 △ 84,900 減額 33

児童館改修事業 △ 6,136 継続・減額 34

不妊治療費助成事業 △ 7,501 減額 34

子宮頸がん予防ワクチン接種事業 △ 26,895 減額 35

妊産婦健康診査事業 △ 3,000 減額 35

生活保護扶助事業 △ 60,479 減額 36

災害援護資金貸付事業 △ 22,000 減額 36

敬老事業 △ 4,357 減額 37

社会福祉法人等施設整備補助事業 △ 23,223 減額 37

新型コロナウイルスワクチン接種事業 △ 16,078 減額 38

庁舎管理事業 △ 18,000 減額 38

し尿収集事業 △ 4,850 減額 39

社会保障・税番号制度実施に係る整備等事業 △ 4,687 減額 39

重度心身健康管理事業 △ 22,000 減額 40

環境パーク運転・維持管理事業 △ 15,000 減額 40

指定ごみ袋作製事業 △ 8,959 減額 41

府議会議員選挙執行事業 △ 26,117 減額 41

農地・農業用施設災害復旧事業 △ 190,000 減額 42

林地保全事業 △ 43,930 減額 42

京野菜生産加速化事業 △ 14,288 減額 43

京の水田農業確立支援事業 △ 7,199 減額 43

減
額
補
正

一
般
会
計
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新規就農総合支援事業 △ 11,994 減額 44

スマート農林水産業実装チャレンジ事業 △ 5,698 減額 44

多面的機能支払交付事業 △ 18,676 減額 45

森林整備地域活動支援推進事業 △ 3,579 減額 45

有害鳥獣捕獲事業 △ 4,670 減額 46

「スイーツのまち福知山」事業 △ 3,500 減額 46

安心・安全の森づくり事業 △ 1,310 継続・減額 47

災害に強い森づくり事業 △ 3,300 減額 47

中小企業者等災害復旧緊急支援事業 △ 2,500 減額 48

企業誘致促進特別対策事業 △ 7,884 継続・減額 48

福知山城公園観光駐車場管理運営事業 △ 3,396 減額 49

土木一般管理事業 △ 5,000 減額 49

過疎対策事業 △ 6,000 減額 50

被災住宅応急修理事業 △ 8,755 減額 50

つつじが丘・向野団地建替事業 △ 85,800 減額 51

市バス運行事業 △ 6,676 減額 51

街路事業（福知山綾部線） △ 11,600 継続・減額 52

地籍調査事業 △ 7,000 減額 52

消防団施設整備事業 △ 2,300 減額 53

小学校施設環境改善事業 △ 73,634 減額 53

中学校施設環境改善事業 △ 6,544 減額 54

スクールサポーター配置事業 △ 6,000 減額 54

中学校就学援助事業・特別支援就学奨励事業 △ 6,000 減額 55

放課後児童クラブ整備事業 △ 1,600 減額 55

市民交流プラザふくちやま管理運営事業 △ 5,000 減額 56

学校給食管理運営事業 △ 4,500 減額 56

国民健康保険事業特別会計繰出金 1,792 継続 27

休日急患診療所費特別会計繰出金 △ 10,102 減額 57

170,371一般会計（補正第１０号）　　　　７７事業　　計

繰
出
金

補
正

一
般
会
計

減
額
補
正
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△ 50,000 減額 58

4,153 増額 58

226,735 増額 59

448,841 増額 60

補正額 区分 ページ

44,412 継続 27・61

7,736 継続 62

52,148

【休日急患診療所費特別会計】（補正第２号）

普通交付税・臨時財政対策債・地方特例交付金

特
別
会
計

【国民健康保険事業特別会計】（補正第３号）

休日急患診療所費特別会計繰入金

個人市民税・法人市民税・固定資産税・たばこ税

歳
入
予
算

合併算定替逓減対策基金繰入金

一
般
会
計

事業名

（単位：千円）

◆繰越明許費について
　　（一般会計）　追加　公共施設民間譲渡事業（集会施設）　ほか１３事業
　　　　　　　　　変更　ＫＴＲ支援事業　ほか　３事業

特別会計　　　２会計　　計
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区 分 災害復旧 （単位：千円） 

事業名 林道施設災害復旧事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

31,423 

国 府 市債 その他 一般財源 119,900 

 29,789 700 816 118 
補正後予算額 

151,323 

 

１ 事業の背景・目的 

令和5年台風第7号により被災した林道施設を復旧し、森林整備の早期再開につ

なげます。 

国の災害査定に伴う災害復旧箇所の工種・工法の精査の結果、当初被災報告額

より補助対象事業費が増加したため、増額補正を行います。 

 

２ 事業の内容 

令和5年台風第7号により被災した林道施設の復旧工事を実施します。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 災害復旧費 (項) 農林施設等災害復旧費 (目) 農林施設等災害復旧費 

工事請負費 31,423千円（補助対象工事 13路線） 

 

４ 主な特定財源 

(款) 分担金及び負担金 (項) 分担金 (目) 農林業費分担金 

林業費分担金  816千円 

補助：31,423千円×2.6％≒816千円 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 災害復旧費府補助金 

農林施設等災害復旧費府補助金 29,789千円 

補助：31,423千円×94.8％≒29,789千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 災害復旧債 

農林施設等災害復旧事業債（現年・補助） 700千円 

（補助対象工事31,423千円－補助金29,789千円－分担金816千円） 

×90％≒700千円 
 

 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通 24-7081 内線 4131 
  

林
道 

二
俣
河
田
谷
線 

林
道 

福
料
寺
線 
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政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 地域振興基金造成事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

26,539 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

    26,539 
補正後予算額 

26,539 

 

１ 事業の背景・目的 

福知山市地域振興基金条例に基づき、積立てを行い、今後市民の連帯感の醸成

や地域振興に資する事業の財源として活用します。 
 

２ 事業の内容 

令和5年度予算における減額補正等により生じた一般財源を地域振興基金に

積立てます。 
 

３ 事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 地域交流推進費 

積立金 26,539千円（地域振興基金積立金） 

 

 

 

担当課 地域振興部まちづくり推進課 電話 直通 24-7225 内線 3139 
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政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 ＫＴＲ支援事業 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

22,850 

国 府 市債 その他 一般財源 146,347 

14,585  8,100 165  
補正後予算額 

169,197 
 

１ 事業の背景・目的 
社会資本整備総合交付金の基幹事業に、新たに鉄道施設を対象とした地域公

共交通再構築事業が新設されたことに伴い、北近畿タンゴ鉄道株式会社（以下「K
TR」という。）が実施する安全輸送設備の整備について、京都府をはじめ沿線自

治体と協調し、支援を行います。 
 

２ 事業の内容 

鉄道事業再構築実施計画に基づき実施する、宮福線の安全性維持向上に資す

る設備の整備等に関する費用について、沿線自治体と協調しKTRを支援します。 

【設備整備内容】電気転てつ機更新、橋梁コンクリート補強、トンネル補強、 

        発動発電機更新 
 

３ 事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

負担金補助及び交付金 29,171千円 

 
４ 主な特定財源 
(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 総務費国庫補助金 

KTR地域公共交通再構築事業費補助金（社会資本整備総合交付金）14,585千円 
(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債 
一般補助施設整備等事業債  14,500千円 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 
地域振興基金繰入金 85千円 

 

【減額補正】 

１ 減額の理由 

KTRが実施する事業（通信ケーブル新設）において、精査の結果、不用額が生

じたため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

負担金補助及び交付金 △6,321千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金  

地域振興基金繰入金  80千円  
(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債 

過疎対策事業債 △3,700千円、一般事業債 △2,700千円 
 

担当課 建設交通部都市・交通課 電話 直通 24-7084 内線 2232 
  

電気転てつ機 
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政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 公共交通維持改善事業 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

78,776 

国 府 市債 その他 一般財源 52,957 

 7,336   71,440 
補正後予算額 

131,733 

 

１ 事業の背景・目的 
民間バス路線を維持し、地域住民の生活路線を確保することを目的に、市内で

路線バスを運行する事業者に対して支援を行います。 
 

２ 事業の内容 
市内で路線バスを運行する民間バス事業者及び民間バス廃止代替路線として

自主運行バスを運行する協議会に対し、運行経費のうち収支欠損相当額を補助
します。 
また、令和6年4月から西日本ジェイアールバス園福線の代替として運行する

路線の運行開始にかかる経費（バス停新設等）について補助します。 
 

３ 事業費の内訳 
(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

地方バス路線運行維持費補助金 
(内訳) 京都交通㈱      62,866,243 円 

丹後海陸交通㈱     4,342,546 円 

西日本ジェイアールバス 2,279,000 円 

中京交通        1,950,000 円 

三岳バス        5,083,554 円 

庵我バス        4,612,466 円 

中六人部バス      4,156,643 円 

 合計         85,290,452 円 

 
４ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 総務費府補助金 
市町村運行確保生活路線維持費補助金 7,336千円 

 
【減額補正】 

１ 減額の理由 
バス購入負担金について、入札執行の結果、不用額が生じたため、減額補正を

します。 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

負担金補助及び交付金（福知山市地域公共交通会議負担金） △6,515千円 
 

担当課 建設交通部都市・交通課 電話 直通 24-7084 内線 2232 
  

まちなか循環バス(京都交通) 
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政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 地域公共交通燃料価格激変緩和対策事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

2,590 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

2,590     
補正後予算額 

2,590 

 

１ 事業の背景・目的 

依然、原油・天然ガス等の価格の高騰が続く中、交通需要が回復局面に向かい

つつあるなかで、交通事業者が安定した運行を実施し、市民の生活移動手段が維

持されることを目的として、交通事業者等へ燃料価格の急騰に対する支援を行

います。 

 

２ 事業の内容 

市内バス・タクシー事業者及び京都丹後鉄道の運行会社であるWILLER TRAINS

株式会社に対し、令和5年4月時点の燃料小売価格を基準とし、令和5年5月から令

和6年3月の各月の平均小売価格との差額に、燃料使用量を乗じた額を激変緩和

対策補助金として交付します。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

負担金補助及び交付金（地域公共交通燃料価格激変緩和対策補助金） 

2,590千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 総務費国庫補助金 

地方創生臨時交付金 2,590千円 

 

（補助対象イメージ） 

 

担当課 建設交通部都市・交通課 電話 直通 24-7084 内線 2232 
  

R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3

基
準
価
格

補助対象
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 住宅新築資金等貸付事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

44,802 

国 府 市債 その他 一般財源 79 

   44,802  
補正後予算額 

44,881 

 

１ 事業の背景・目的 

住宅新築資金等貸付事業については、平成11年10月に京都府内の関係市町に

より設立された京都府住宅新築資金等貸付事業管理組合（以下「管理組合」とい

う。）に、関係市町の貸付金債権の回収及び整理、貸付資金として借入れた地方

債の償還事務を引継いで集約し、管理運営しています。 

令和元年度以降、福知山市分の債権回収額から運営に係る必要経費等を差引

いた収支残額を管理組合から適時受入れるとともに、基金に積立てることで地

方債の償還財源とするものです。 

 

２ 事業の内容 

財源対策基金(減債基金)へ積立てするとともに、地方債の償還財源とします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 住宅費 (目) 住宅管理費 

基金積立金 44,802千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 諸収入 (項) 雑入 (目) 雑入 

住宅新築資金組合収支残額受入金 44,802千円 

 

 

【令和元年度以降基金積立額】（単位：千円） 

年度 減債基金積立額 

令和元年度 338,102 

令和2年度 46,935 

令和3年度 29,139 

令和4年度 23,769 

令和5年度 44,802 

合計 482,747 

担当課 地域振興部人権推進室 電話 直通 24-7021 内線 2218 
  

※令和元年度は平成 11 年度から平成

30 年度までの分を一括受入れして

積立て。 

※令和 2 年度以降はいずれも前年度分

を受入れして積立て。 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 保育所委託事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

76,127 

国 府 市債 その他 一般財源 2,584,872 

36,219 15,930   23,978 
補正後予算額 

2,660,999 

 

１ 事業の背景・目的 

令和5年度人事院勧告に伴う国家公務員の給与改定を受け、国の補正予算にお

いて、民間保育施設等への委託費及び施設型給付費の基礎となる公定価格の見

直しが行われました。それに伴い、令和5年4月まで遡って引き上げの改定を行

い、幼稚園教諭・保育士等の処遇改善を図ります。 

 

２ 事業の内容 

国の公定価格の改定により、今後年度末までに必要な委託費及び施設型給付

費において不足する分について補正対応します。 

 

【不足額】 

委託費       28,218 千円 

施設型給付費    47,909 千円 

補正額合計     76,127 千円 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童措置費 
委託料        28,218 千円（民間保育所への委託費） 
負担金補助及び交付金 47,909 千円（民間こども園等への施設型給付費） 

 
４ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

子どものための教育・保育給付交付金 36,219 千円 

(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 

子どものための教育・保育給付府費交付金 15,930 千円 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7083 内線 6260 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち （単位：千円） 

事業名 地域生活支援事業（相談支援事業） 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

15,484 

国 府 市債 その他 一般財源 33,806 

    15,484 
補正後予算額 

49,290 

 

１ 事業の背景・目的 

障害者総合支援法第77条第1項第3号を根拠として、市町村は、地域生活支援事

業である障害者相談支援事業を行うこととされており、本市では社会福祉法人

に業務を委託し、障害のある人等からの相談に応じ、必要な情報提供や福祉サー

ビスの利用援助等を行うことにより、障害のある人が自立した日常生活又は社

会生活を営むことができるよう支援を行っています。 

 

２ 事業の内容 

（1） 補正の理由 

国において、障害者相談支援事業等における税務上の取扱いについて誤認

している自治体が全国的に存在することが確認され、令和5年10月4日付けで、

こども家庭庁等から各自治体に対して、障害者相談支援事業等に係る社会福

祉法上の消費税の取扱い等を明確に示した事務連絡が発出されました。 

この通知を受け、本市において、当該事業の確認を行ったところ、消費税の

取り扱いについて誤認し、課税すべきところを非課税として取り扱っていた

ため、本来、市が負担すべき委託料の消費税相当額等について増額補正を行

います。 

 

（2） 対象法人 ４法人 

 

（3） 消費税相当額等 

【内訳】今年度（R5）の消費税相当額         2,434千円 

過去5年（H30～R4）の消費税相当額     12,803千円 

延滞税見込額                 247千円 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 社会福祉援護費 

委託料 15,237千円 

補償、補填及び賠償金 247千円 

 

担当課 福祉保健部障害者福祉課 電話 直通 24-7017 内線 2163 
  



19 

 

 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち （単位：千円） 

事業名 自立支援給付（障害福祉サービス等）事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

155,177 

国 府 市債 その他 一般財源 1,651,222 

77,588 38,794   38,795 
補正後予算額 

1,806,399 

 

１ 事業の背景・目的 

障害のある人が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生

活または社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給

付を行うことにより、障害のある人等の福祉の増進を図るとともに、障害の有

無にかかわらず安心して暮らすことのできる地域社会の実現を図るため、実施

しています。 
 

２ 事業の内容 

障害福祉サービスの給付費が、当初見込みより増加するため、増額補正を行

います。 

障害者総合支援法に基づく自立支援給付 

・訪問系サービス（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護など） 

・日中活動系サービス（生活介護、就労継続支援、短期入所など） 

・居住系サービス（共同生活援助、施設入所支援） 

・相談支援（計画相談支援など） 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 社会福祉援護費 

扶助費 155,177千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

介護給付費（福祉サービス） 77,588千円 

(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 

介護給付費（福祉サービス） 38,794千円 

 

 

 

 

 

担当課 福祉保健部障害者福祉課 電話 直通 24-7017 内線 2163 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち （単位：千円） 

事業名 障害児通所給付費等事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

11,580 

国 府 市債 その他 一般財源 206,293 

5,790 2,895   2,895 
補正後予算額 

217,873 

 

１ 事業の背景・目的 

障害のある子どもが基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日

常生活または社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係

る給付を行うことにより、障害のある人等の福祉の増進を図るとともに、障害

の有無にかかわらず安心して暮らすことのできる地域社会の実現を図るため、

実施しています。 

 

２ 事業の内容 

障害児通所給付費が、当初見込みより増加するため、増額補正を行います。 

児童福祉法に基づく障害児通所給付 

・児童発達支援、放課後等デイサービスなど 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 社会福祉援護費 

扶助費 11,580千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

介護給付費（福祉サービス） 5,790千円 

(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 

介護給付費（福祉サービス） 2,895千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 福祉保健部障害者福祉課 電話 直通 24-7017 内線 2163 
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政策名 市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち （単位：千円） 

事業名 福知山マラソン大会支援事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

8,231 

国 府 市債 その他 一般財源 14,000 

    8,231 
補正後予算額 

22,231 

 

１ 事業の背景・目的 

第31回福知山マラソンは、「再始動（Re:Start）」と銘打ち、再度大会の基盤

を固め、魅力を向上し多くのマラソン大会の中から選ばれる大会とするべく

様々な新たな取組みを進め、参加者獲得に努めました。 

しかしながら、参加申込者が定員（フルマラソン：6,000人）に届かず、大会

運営に係る実行委員会経費が不足することとなりました。 

 

２ 事業の内容 

福知山マラソン実行委員会に対し、当初の収支見込みと実績との差額（不足

額）を増額補正し、交付します。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 保健体育費 (目) 保健体育総務費 

負担金補助及び交付金  8,231千円 

 

  （事業費の積算） 

  ＜実行委員会歳出見込額＞75,965千円－＜実行委員会歳入見込額＞67,734千円 

   ＝8,231千円 

 

 

 

 

 

 

担当課 地域振興部文化・スポーツ振興課 電話 直通 24-7069 内線 5332 
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政策名 市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち （単位：千円） 

事業名 長谷墓園基金事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

400 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

   400  
補正後予算額 

400 

 

１ 事業の背景・目的 

福知山市墓園の墓所の使用料については、適切な管理及び運用を図るため、福

知山市墓園基金条例に基づき、基金に積立を行っています。 

今年度新たに福知山市長谷墓園を使用される方から永代使用料の納付があっ

たため、基金に積立を行います。 

 

２ 事業の内容 

永代使用料を基金に積み立て、墓地の維持管理経費に充当します。 

墓園基金残高（令和5年3月31日） 1,609,056円 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 環境衛生費 

積立金 400千円（200千円×2件） 

 

４ 主な特定財源 

(款) 使用料及び手数料 (項) 使用料 (目) 衛生使用料 

長谷墓園永代使用料 400千円（200千円×2件） 

 
 

担当課 市民総務部市民課 電話 直通 24-7020 内線 2231 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 地場産農産物推進事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

6,385 

国 府 市債 その他 一般財源 9,054 

    6,385 
補正後予算額 

15,439 

 

１ 事業の背景・目的 

農薬・化学肥料を低減して作った福知山産の野菜など地場産農産物の学校給食

への導入を支援することで、子どもたちの地域の農業に対する理解を深めるとと

もに、農業者の安定的な所得確保と環境に配慮した農産物の生産拡大を図りま

す。 

 

２ 事業の内容 

エコファーマー認定品目となっている地場産野菜を給食センターに納入した

場合には、当該納入価格の2分の1を助成していますが、給食全体に占める地場産

野菜を使用した献立の割合が当初見込みよりも増加したため、必要な助成金を増

額補正します。 

 
 
 

また、学校給食用米穀（京都府産ブレンド米）と福知山産コシヒカリの価格差

を負担することで学校給食米の全量を福知山産コシヒカリにしていますが、12月の

価格改定により価格差が当初見込みの23円/㎏から27円/kgに増加したため、不足分

を増額補正します。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 農業費 (目) 農業振興費 

負担金補助及び交付金 6,385千円 

学校給食地場野菜導入支援事業補助金 5,892千円 

地場産米学校給食活用支援事業負担金  493千円 

 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通 24-7044 内線 4121 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 除雪関連事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

83,300 

国 府 市債 その他 一般財源 67,559 

    83,300 
補正後予算額 

150,859 

 

１ 事業の背景・目的 

主要な生活道路の交通を確保するため、除雪計画に基づき迅速に除雪を行い、

円滑な車両交通等の確保を行い、市民生活の安定に寄与することを目的としま

す。 

 

２ 事業の内容 

市内の除雪路線340路線と協議路線78路線の計418路線に対する除雪業務と23

路線に対する凍結防止剤散布業務を、計39業者に委託して実施しています。 

除雪路線は、原則朝5時の時点で市道上の積雪深が約15㎝以上の場合に、協議

路線は、除雪路線の条件に加えて当該路線の存する自治会から依頼を受けた場

合に、除雪作業を行います。 

凍結防止剤散布は、気象に関する予報等により作業を行います。 

本年度の降雪や気温等の気象状況により、実績見込み額が予算を上回るため、

必要額の補正を行います。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 道路橋りょう費 (目) 道路維持費 

委託料 83,300千円 

 

 

  

  
 

担当課 建設交通部道路河川課 電話 直通 24-7054 内線 4212 
  

集落の孤立を招いた倒木 

奥山線付近（三和町大原地内） 
早朝の除雪作業裏谷線 

（大江町高津江地内） 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

8,092 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

  4,500 1,750 1,842 
補正後予算額 

8,092 

 

１ 事業の背景・目的 

急傾斜地崩壊対策事業は土砂災害防止対策として京都府が実施するもので、

事業実施にあたっては現場の状況に合わせた負担割合により市町村が受益者負

担金を納めています。 

本市における令和5年度の事業費に対する負担金を支出することで、市民の

生命・財産を守ります。 

本年度分の京都府施工事業費が確定したため、必要額の補正を行います。 

 

２ 事業の内容                       （単位：円） 

事業箇所 事 業 費 負担金割合 負担金額 うち地元分担金額 

三河Ⅱ 70,000,000 5％ 3,500,000 1,750,000 

西岡 22,960,300 20％ 4,592,000 0 

計 92,960,300 － 8,092,000 1,750,000 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 河川費 (目) 河川総務費 

市町村負担金  8,092千円 

※京都府施工の急傾斜地崩壊対策事業2か所にかかる市町村負担金 

 

４ 主な特定財源 

(款) 分担金及び負担金 (項) 分担金 (目) 河川費分担金 

河川費分担金 1,750千円（三河地区：急傾斜地崩壊対策事業地元分担金） 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

緊急自然災害防止対策事業債 4,500千円 

市町村負担金（西岡） 4,592千円×100％≒4,500千円 

 

 

担当課 建設交通部道路河川課 電話 直通 24-7054 内線 4212 
  



26 

 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 橋りょう長寿命化対策事業       継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

－ 

国 府 市債 その他 一般財源 277,800 

  5,900 △5,900  
補正後予算額 

277,800 

 

１ 財源更正の理由 

橋りょう修繕のうち緊急で対応すべきものを追加で実施したことにより、起

債対象事業費が当初予算額を上回ったため、財源更正を行う。 

 

２ 主な特定財源 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

公共施設等総合管理基金繰入金 △5,900千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

公共事業等債 5,900千円 

 

担当課 建設交通部道路河川課 電話 直通 24-7054 内線 4215 

 

政策名 その他一般事業 （単位：千円） 

事業名 減債基金積立事業 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

111,017 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

    111,017 
補正後予算額 

111,017 
 

１ 事業の背景・目的  
減債基金を活用し、将来負担の軽減を図り、市債の償還及び適正な管理に必要な

財源を確保します。 
 

２ 事業の内容  

令和5年度の国の補正予算に伴う普通交付税再算定の一部（【臨時財政対策債
償還基金費】分）を、令和6年度及び令和7年度の公債費へ充当するため、減債基
金へ積立を行います。 
 

３ 事業費の内訳  
(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 財産管理費  

積立金 111,017千円（減債基金積立金） 
 

担当課 財務部財政課 電話 直通 24-7035 内線 3322 
  

財源更正 
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政策名 その他一般事業 （単位：千円） 

事業名 京都府税務共同化事業(一般会計・国民健康保険事業特別会計)  継続 

一
般
会
計 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

2,863 

国 府 市債 その他 一般財源 47,606 

    2,863 
補正後予算額 

50,469 

国
保
特
会 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

1,792 

国 府 市債 その他 一般財源 20,889 

   1,792  
補正後予算額 

22,681 
 

１ 事業の背景・目的  

京都地方税機構は、公平公正で効率的な税務行政の確立のために平成21年8月5日

に設立され、平成22年度から本格的に共同徴収業務を開始しました。 

府内の地方自治体が共同して徴収業務を行うことで、滞納者に対しての一斉催告

や差押など、より厳格で公正な業務執行が可能となり、収納率が向上しています。

また、課税事務を統合的に行うことにより、納税者の利便性向上や業務の効率化が

図られています。 
  

２ 事業の内容  

京都地方税機構の運営経費は、京都地方税機構規約に基づき、構成団体が負担金

を支出していますが、京都地方税機構において事務費及び人件費の予算補正が行わ

れ、本市の負担金の額が当初予算額を上回ることとなったため、負担金を補正しま

す。 

(負担金総額)   (当初予算額)   (補正予算額) 

71,985千円  －  67,330千円  ＝   4,655千円 
  

３ 事業費の内訳 

【一般会計】 

(款) 総務費 (項) 徴税費 (目) 税務総務費 

     京都地方税機構負担金 2,863千円 

  【国民健康保険事業特別会計】  

    (款) 総務費 (項) 徴収費 (目) 賦課徴収費 

     京都地方税機構負担金 1,792千円 
 

４ 主な特定財源 

【国民健康保険事業特別会計】 

(款) 繰入金 (項) 他会計繰入金 (目) 一般会計繰入金 

一般会計繰入金 1,792千円 
 

担当課 
財務部税務課 

市民総務部保険年金課 電話 
直通 24-9720 内線 3352 

直通 24-7019 内線 2261 
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区 分 人件費補正 （単位：千円） 

事業名 一般管理費（職員人件費） 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

497,217 

国 府 市債 その他 一般財源 1,176,188 

    497,217 
補正後予算額 

1,673,405 

 

１ 増額の理由 

職員の退職者が確定したことにより不足する退職手当の補正を行うものです。 

 

２ 事業の内容 

職員の退職者が確定したことにより不足する退職手当の補正を行います。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 一般管理費 

当初予算額          0人     0千円 …① 

決算見込額         40人  497,217千円 …② 

補正額          ②－①＝ 497,217千円 
 

担当課 市長公室職員課 電話 直通 24-7034 内線 3232 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 人権関連施設集約整備事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,500 

国 府 市債 その他 一般財源 20,000 

   △3,500  
補正後予算額 

16,500 
 

１ 減額の理由 
地質調査、基本設計業務において、入札により事業費が確定したため、減額補

正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 社会福祉施設費 

委託料      △3,500千円 地質調査業務、基本設計業務 
 

３ 主な特定財源 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

公共施設等総合管理基金繰入金 △3,500千円 
 

担当課 地域振興部人権推進室 電話 直通 24-7021 内線 2218 

 

政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 三和支所施設管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△5,090 

国 府 市債 その他 一般財源 35,000 

  △4,500  △590 
補正後予算額 

29,910 
 

１ 減額の理由 
公用車購入費用について、供給側の理由により入札実施が困難となったため、

減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 財産管理費 

役務費   △28千円（自動車損害賠償保険料） 
備品購入費 △5,000千円（公用車） 
公課費   △62千円（自動車重量税） 

 

３ 主な特定財源 
(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債 

脱炭素化推進事業債 △4,500千円 
 

担当課 地域振興部三和支所 電話 直通58-3001 内線73-9111 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 三和地域交流拠点施設整備事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,200 

国 府 市債 その他 一般財源 499,065 

  △3,200   
補正後予算額 

495,865 
 

１ 減額の理由 

三和荘関連施設改修工事において、入札による不用額が生じたため、減額補正

を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 地域交流推進費 

工事請負費 △3,200千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債 

過疎対策事業債 △3,200千円 
 

担当課 地域振興部三和支所 電話 直通58-3003 内線73-9117 

 

政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 夜久野支所施設管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△5,590 

国 府 市債 その他 一般財源 14,597 

 
 △4,900  △690 

補正後予算額 

9,007 
 

１ 減額の理由 

公用車購入費用について、供給側の理由により入札実施が困難となったため、
減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 財産管理費 

役務費      △28千円 

備品購入費  △5,500千円 

公課費      △62千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債 

脱炭素化推進事業債 △4,900千円 
 

担当課 地域振興部夜久野支所 電話 直通 37-1101 内線 74-9211 
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政策名 市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち  （単位：千円） 

事業名 日本の鬼の交流博物館運営事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,700 

国 府 市債 その他 一般財源 31,116 

  △4,700   
補正後予算額 

26,416 
 

１ 減額の理由 
日本の鬼の交流博物館および鬼文化研究所のLED化工事のために計上してい

た工事請負費について、入札による不用額が生じたため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内容 
(款) 教育費 (項) 社会教育費 (目) 社会教育総務費 
工事請負費 △4,700千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 市債 (項) 市債 (目) 教育債 
過疎対策事業債 △4,700千円 

 

担当課 地域振興部文化・スポーツ振興課 電話 直通 24-7065 内線 3135 

 

政策名 市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち （単位：千円） 

事業名 体育施設設備整備事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,000 

国 府 市債 その他 一般財源 63,388 

  △5,400 △600  
補正後予算額 

57,388 
 

１ 減額の理由 
市民体育館管理棟屋上防水改修工事において、入札による不用額が生じたた

め、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内容 
(款) 教育費 (項) 保健体育費 (目) 体育施設費 
工事請負費 △6,000千円 

 
３ 主な特定財源 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 
公共施設等総合管理基金繰入金  △600千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 教育債 
公共施設等適正管理推進事業債（長寿命化事業） △5,400千円 

 

 

担当課 地域振興部文化・スポーツ振興課 電話 直通 24-7069 内線 5332 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 民間保育所運営事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△20,050 

国 府 市債 その他 一般財源 354,697 

△6,250 △7,550   △6,250 
補正後予算額 

334,647 
 

１ 減額の理由 
国の保育対策総合支援事業費補助金について、当初実施予定と見込んでいた

が、新型コロナウイルス感染症の5類移行を踏まえ、同感染症対策に係る事業が
廃止されたため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童福祉総務費 

負担金補助及び交付金 △20,050千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 民生費国庫補助金 

児童福祉費補助金 △6,250千円 
(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 民生費府補助金 

児童福祉費補助金 △7,550千円 
 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7083 内線 6260 

 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 幼児教育・保育無償化事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△8,787 

国 府 市債 その他 一般財源 78,760 

△4,394 △2,197   △2,196 
補正後予算額 

69,973 
 

１ 減額の理由 
当初の見込みよりも支給対象となる児童数が減少したため、減額補正を行い

ます。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童福祉総務費 

負担金補助及び交付金 △8,787千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

子育てのための施設等利用給付交付金 △4,394千円 
(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 
子育てのための施設等利用給付交付金 △2,197千円 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7083 内線 6260 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 児童扶養手当事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△34,740 

国 府 市債 その他 一般財源 320,933 

△11,580    △23,160 
補正後予算額 

286,193 
 

１ 減額の理由 

当初の見込みよりも給付延べ人数が減少したため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童措置費 

扶助費 △34,740千円(当初支給人数11,604人 → 決算見込人数 10,848人) 
 

３ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

児童扶養手当給付費 △11,580千円 
 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7011 内線 6211 

 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 児童手当事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△84,900 

国 府 市債 その他 一般財源 1,201,745 

△60,100 △12,400   △12,400 
補正後予算額 

1,116,845 
 

１ 減額の理由 
当初の見込みよりも支給対象となる児童の延べ人数が減少したため、減額補

正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童措置費 

扶助費 △84,900千円 
(当初延べ児童数108,060人→決算見込延べ児童数99,780人) 

 

３ 主な特定財源 
(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

児童手当負担金 △60,100千円 
(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 
児童手当負担金 △12,400千円 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7011 内線 6211 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 児童館改修事業 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,136 

国 府 市債 その他 一般財源 38,300 

  △5,600 △536  
補正後予算額 

32,164 
 

１ 補正の理由 
入札により工事請負費が当初見込みから変更になったため、補正を行います。 

 

２ 事業費の内訳 
(款) 民生費 (項) 児童福祉費 (目) 児童福祉施設費 

工事請負費 △6,136千円(当初見込額38,300千円→決算見込み額32,164千円) 
 （長寿命化）請負額13,625千円-当初21,000千円＝△7,375千円 

 （脱炭素化）請負額18,539千円-当初17,300千円＝ 1,239千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

公共施設等総合管理基金繰入 △536千円 
(款) 市債 (項) 市債 (目) 民生債 

公共施設等適正管理推進事業債（長寿命化事業） △6,700千円 
脱炭素化推進事業債 1,100千円 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通24-7011 内線 6211 
 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 不妊治療費助成事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△7,501 

国 府 市債 その他 一般財源 20,462 

 △2,500   △5,001 
補正後予算額 

12,961 
 

１ 減額の理由 
当初の見込みよりも助成対象となる申請者数が減少したため、減額補正を行

います。 
 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 保健衛生総務費 
扶助費 △7,501千円（当初見込額 20,445千円 → 決算見込額12,944千円） 
          （当初見込延件数 421件 → 決算見込延件数 385件） 

 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 衛生費府補助金 
不妊治療等給付事業助成費補助金 △2,500千円 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7055 内線 6272 
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政策名 市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち （単位：千円） 

事業名 子宮頸がん予防ワクチン接種事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△26,895 

国 府 市債 その他 一般財源 60,879 

    △26,895 
補正後予算額 

33,984 

 

１ 減額の理由 

当初の見込みよりも予防接種を受ける人が減少したため、減額補正を行いま

す。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 予防費 

委託料 △26,548千円（当初見込額 59,772千円 → 決算見込額 33,224千円） 

          （当初見込延件数 2,037件 → 決算見込延件数 1,248件） 

扶助費 △347千円  （当初見込額 734千円 → 決算見込額 387千円） 

          （当初見込延件数 27件 → 決算見込延件数 16件） 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7055 内線 6272 
 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 妊産婦健康診査事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,000 

国 府 市債 その他 一般財源 59,533 

    △3,000 
補正後予算額 

56,533 

 

１ 減額の理由 

妊娠届出者数が当初の見込みよりも減少したことにより、妊婦健康診査受診

者数が減少したため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 保健指導費 

委託料（妊婦健康診査業務） △3,000千円 

     (当初見込額 50,120 千円 → 決算見込額 47,120 千円) 

     (当初見込延件数 6,520人 → 決算見込延件数 6,108人) 

 

担当課 福祉保健部子ども政策室 電話 直通 24-7055 内線 6272 
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政策名 市民一人ひとりが、生活と仕事の調和の取れた、多様な働き方が生かされるまち  （単位：千円） 

事業名 生活保護扶助事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△60,479 

国 府 市債 その他 一般財源 1,529,026 

△47,237    △13,242 
補正後予算額 

1,468,547 
 

１ 減額の理由 

生活保護受給者の人員減により扶助費の支給額が当初見込より減少している

ため、所要見込額に応じて減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 生活保護費 (目) 扶助費 

生活保護費扶助費 △60,479千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫負担金 (目) 民生費国庫負担金 

生活保護費 △47,237千円 
 

担当課 福祉保健部社会福祉課 電話 直通 24-7012 内線 2113 

 

区 分 災害救助（生活支援） （単位：千円） 

事業名 災害援護資金貸付事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△22,000 

国 府 市債 その他 一般財源 22,000 

  △22,000   
補正後予算額 

－ 
 

１ 減額の理由 

災害援護資金貸付金の貸付の利用が無かったため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 災害救助費 (目) 災害救助費 

貸付金 △22,000千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 民生債 

災害援護資金貸付債 △22,000千円 
 

担当課 福祉保健部社会福祉課 電話 直通 24-7084 内線 2134 
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政策名 市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち （単位：千円） 

事業名 敬老事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,357 

国 府 市債 その他 一般財源 31,535 

    △4,357 
補正後予算額 

27,178 

 

１ 減額の理由 

節目祝品購入等において、執行残額が生じたため、また、補助事業の開催見込

から残額が生じる見込みとなったため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 老人福祉費 

需用費 △3,657千円 

負担金補助及び交付金 △700千円 

 

 
 

担当課 福祉保健部高齢者福祉課 電話 直通 24-7072 内線 2141 

 

政策名 市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち （単位：千円） 

事業名 社会福祉法人等施設整備補助事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△23,223 

国 府 市債 その他 一般財源 39,473 

 △23,223    
補正後予算額 

16,250 

 

１ 減額の理由 

法人が実施する施設整備事業の事業費が、当初予算で見込んでいたものより

少なくなったことから、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 老人福祉費 

負担金補助及び交付金 △23,223千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 民生費府補助金 

京都府地域密着型サービス等整備助成事業補助金 △23,223千円 
 

担当課 福祉保健部高齢者福祉課 電話 直通 24-7013 内線 2144 
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区 分 新型コロナウイルス感染症関連 （単位：千円） 

事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△16,078 

国 府 市債 その他 一般財源 47,249 

△16,078     
補正後予算額 

31,171 

 

１ 減額の理由 

新型コロナウイルスワクチン予防接種者数が当初の見込みよりも少なくなった

ため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 予防費 

報酬   △2,662 千円  需用費        △728 千円 

委託料  △5,464 千円  負担金補助及び交付金 △7,224 千円 

 

３ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 衛生費国庫補助金 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金 △16,078 千円 
 

担当課 福祉保健部健康医療課 電話 直通 23-2788 内線 2299 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 庁舎管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△18,000 

国 府 市債 その他 一般財源 159,190 

    △18,000 
補正後予算額 

141,190 

 

１ 減額の理由 

光熱水費（電気料、ガス使用料）の支出見込額が当初見込みより少なくなるた

め、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 財産管理費 

需用費 光熱水費 

電気料 △15,000千円、ガス使用料 △3,000千円 
 

担当課 市民総務部総務課 電話 直通 24-7036 内線 3213 
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政策名 市民一人ひとりが、自然、環境や地域資源を守り、生かし、次世代につないでいくまち （単位：千円） 

事業名 し尿収集事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,850 

国 府 市債 その他 一般財源 118,102 

    △4,850 
補正後予算額 

113,252 

 

１ 減額の理由 

一般会計から下水道事業会計に対し、下水道し尿投入施設の維持管理に要す

る費用を負担していますが、施設の修繕に係る負担金に不用額が生じるため、減

額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 清掃費 (目) し尿処理費 

負担金補助及び交付金 △4,850千円 

 

 

 

担当課 市民総務部市民課 電話 直通 24-7020 内線 2231 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 社会保障・税番号制度実施に係る整備等事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,687 

国 府 市債 その他 一般財源 18,177 

    △4,687 
補正後予算額 

13,490 

 

１ 減額の理由 

マイナンバーカードの申請者数及び本人限定受取郵便でマイナンバーカード

の受け取りをされる方が当初見込みよりも少なかったため、郵送料の減額補正

を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 戸籍住民基本台帳費 (目) 戸籍住民基本台帳費 

役務費 △4,687千円（郵送料） 

 

 

担当課 市民総務部市民課 電話 直通 48-9224 内線 2251 
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政策名 市民一人ひとりが、最後まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち  （単位：千円） 

事業名 重度心身健康管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△22,000 

国 府 市債 その他 一般財源 134,712 

 △6,200   △15,800 
補正後予算額 

112,712 
 

１ 減額の理由 

身体障害者手帳等の交付を受けている高齢者を対象に医療費の助成を行う重

度心身健康管理事業において、受給者数が当初見込みより少なく扶助費に不用額

が生じるため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 民生費 (項) 社会福祉費 (目) 老人福祉費 

扶助費 △22,000千円 

 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 民生費府補助金 

重度心身障害老人健康管理事業補助金 △6,200千円 
 

 

担当課 市民総務部保険年金課 電話 直通 24-7018 内線 2145 

 

政策名 市民一人ひとりが、自然、環境や地域資源を守り、生かし、次世代につないでいくまち （単位：千円） 

事業名 環境パーク運転・維持管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△15,000 

国 府 市債 その他 一般財源 263,045 

    △15,000 
補正後予算額 

248,045 

 

１ 減額の理由 

環境パークにおける電気料金（燃料費調整額）が、当初の見込みより少なくな

ったため、不用額の減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 清掃費 (目) じん芥処理費 

需用費 △15,000千円 

 
 

担当課 市民総務部生活環境課 電話 直通 22-1827 内線 6120 
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政策名 市民一人ひとりが、自然、環境や地域資源を守り、生かし、次世代につないでいくまち （単位：千円） 

事業名 指定ごみ袋作製事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△8,959 

国 府 市債 その他 一般財源 61,306 

    △8,959 
補正後予算額 

52,347 
 

１ 減額の理由 

指定ごみ袋作製業務において、入札により不用額が生じたため、減額補正を行

います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 清掃費 (目) じん芥処理費 

需用費 △8,959千円 

 

 

担当課 市民総務部生活環境課 電話 直通 22-1827 内線 6125 

 

政策名 その他一般事業 （単位：千円） 

事業名 府議会議員選挙執行事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△26,117 

国 府 市債 その他 一般財源 35,671 

 △24,034   △2,083 
補正後予算額 

9,554 

 

１ 減額の理由 
京都府議会議員一般選挙において定数2人に対して立候補者が2人であったこ

とから無投票となったため、不用額の減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 
(款) 総務費 (項) 選挙費 (目) 府議会議員選挙費 
報酬 △4,060千円、職員手当等 △14,652千円、共済費 △114千円、 
旅費 △11千円、需用費 △839千円、役務費 △389千円、 
委託料 △4,429千円、使用料及び賃借料 △1,623千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府委託金 (目) 総務費府委託金 

府議会議員選挙費委託金 △24,034千円 
 

 

担当課 選挙管理委員会事務局 電話 直通 24-7037 内線 3214 
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区 分 災害復旧 （単位：千円） 

事業名 農地・農業用施設災害復旧事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△190,000 

国 府 市債 その他 一般財源 336,000 

 △82,880 △1,800 △8,432 △96,888 
補正後予算額 

146,000 
 

１ 減額の理由 

令和5年台風第7号により被災した農地・農業用施設の復旧事業費が概ね確定

したことから、所要見込額に応じて減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 災害復旧費 (項) 農林施設等災害復旧費 (目) 農林施設等災害復旧費 

委託料 △32,000千円、工事請負費 △126,000千円、 

負担金補助及び交付金 △32,000千円（市単独災害復旧補助金） 
 

３ 主な特定財源 

(款) 分担金及び負担金 (項) 分担金 (目) 農林業費分担金 

農業費分担金 △8,432千円 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 災害復旧費府補助金 

農林施設等災害復旧費補助金 △82,880千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 災害復旧債 

農林施設等災害復旧事業債（現年・補助） △24,000千円 

農林施設等災害復旧事業債（現年・単独）  22,200千円 
 

担当課 産業政策部農政課 電話 直通 24-7042 内線 4115 

 

区 分 災害復旧 （単位：千円） 

事業名 林地保全事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△43,930 

国 府 市債 その他 一般財源 50,000 

    △43,930 
補正後予算額 

6,070 
 

１ 減額の理由 

自治会が実施する林地の復旧対策工事の事業量が概ね確定したことから、所

要見込額に応じて減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

負担金補助及び交付金 △43,930千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7081 内線4131 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 京野菜生産加速化事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△14,288 

国 府 市債 その他 一般財源 27,240 

 △14,288    
補正後予算額 

12,952 
 

１ 減額の理由 

ブランド京野菜栽培の産地拡大を図る組織へのハウス導入等に対する助成事

業において、補助対象事業費が確定したため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 農業費 (目) 農業振興費 

負担金補助及び交付金 △14,288千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

京野菜生産加速化事業補助金 △14,288千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通 24-7044 内線 4121 

 

政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 京の水田農業確立支援事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△7,199 

国 府 市債 その他 一般財源 11,929 

 △7,199    
補正後予算額 

4,730 

 

１ 減額の理由 

京都府緊急対策事業の活用等により、本補助金の活用が当初見込みより減少

し、補助対象事業費が確定したため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 農業費 (目) 農業振興費 

負担金補助及び交付金 △7,199千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

京の水田農業確立支援事業補助金 △7,199千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通 24-7044 内線 4121 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 新規就農総合支援事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△11,994 

国 府 市債 その他 一般財源 23,336 

 
△9,122  △2,872  

補正後予算額 

11,342 
 

 

１ 減額の理由 
事業対象者及び事業内容の変更により対象事業費が減少したため、減額補正を

行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項)農業費 (目)農業振興費 

負担金補助及び交付金 △11,994千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

新規就農総合支援事業補助金 △9,122千円 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

ふるさと納税基金繰入金 △1,872千円 
(款) 諸収入 (項) 雑入 (目) 雑入  

経営継承・発展等支援事業補助金 △1,000千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7044 内線4123 

 

政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 スマート農林水産業実装チャレンジ事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△5,698 

国 府 市債 その他 一般財源 10,900 

 △5,698    
補正後予算額 

5,202 
 

１ 減額の理由 

スマート農業機械導入支援において、補助対象事業費が確定したため減額補正

を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 農業費 (目) 農業振興費 

負担金補助及び交付金 △5,698千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

スマート農林水産業実装チャレンジ事業補助金 △5,698千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通 24-7044 内線 4121 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 多面的機能支払交付事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△18,676 

国 府 市債 その他 一般財源 176,309 

 
△14,007   △4,669 

補正後予算額 

157,633 
 

１ 減額の理由 

資源向上支払交付金（長寿命化）の交付単価が減少したことに伴い事業費が減

少したため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 農業費 (目) 農業振興費 

負担金補助及び交付金 △18,676千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

多面的機能支払交付金 △14,007千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7044 内線4123 

 

政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 森林整備地域活動支援推進事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,579 

国 府 市債 その他 一般財源 4,057 

 △3,579    
補正後予算額 

478 

 

１ 減額の理由 
森林整備地域活動支援事業の実施面積が当初の見込みより減少したため、それ

に伴う事業費の減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

負担金補助及び交付金 △3,579千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

森林整備地域活動支援交付金 △3,579千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7081 内線4131 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 有害鳥獣捕獲事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,670 

国 府 市債 その他 一般財源 105,015 

 △2,335  △2,335  
補正後予算額 

100,345 
 

１ 減額の理由 

令和5年7月に京都府内で発生した猟銃の事故を受け、一斉捕獲業務を中止した

ことに伴い事業費が減少したため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

委託料 △4,670千円 
 

３ 主な特定財源 
(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 農林業費府補助金 

緑の公共事業補助金（有害鳥獣駆除関係事業） △2,335千円 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

ふるさと納税基金繰入金 △2,335千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7047 内線4135 

 

政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 「スイーツのまち福知山」事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,500 

国 府 市債 その他 一般財源 6,047 

   △3,500  
補正後予算額 

2,547 
 

１ 減額の理由 
栗の新植・改植の実施面積が当初の見込みより減少したため、それに伴う事業

費の減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

負担金補助及び交付金 △3,500千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

豊かな森を育てる基金繰入金 △3,500千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7081 内線4131 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 安心・安全の森づくり事業 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△1,310 

国 府 市債 その他 一般財源 17,596 

   △1,310  
補正後予算額 

16,286 
 

１ 補正の理由 
令和5年度に実施予定であった治山流末整備工事が不要となったため、関連事

業費の減額補正を行います。また、豊かな森を育てる基金積立のため、積立金の
増額補正を行います。 

 

２ 事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

工事請負費 △5,000千円 

基金積立金 3,690千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

豊かな森を育てる基金繰入金 △1,310千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7081 内線4131 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 災害に強い森づくり事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,300 

国 府 市債 その他 一般財源 3,300 

 △3,300    
補正後予算額 

－ 
 

１ 減額の理由 

治山事業に関する地権者の特定及び交渉が難航し、年度内の着手が困難である

ため、測量設計業務委託料の減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 農林業費 (項) 林業費 (目) 林業振興費 

委託料 △3,300千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府委託金 (目) 農林業費府委託金 

災害に強い森づくり事業委託金 △3,300千円 
 

担当課 産業政策部農林業振興課 電話 直通24-7081 内線4131 
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区 分 災害復旧 （単位：千円） 

事業名 中小企業者等災害復旧緊急支援事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△2,500 

国 府 市債 その他 一般財源 2,500 

    △2,500 
補正後予算額 

－ 

 

１ 減額の理由 

保険を適用したり、復旧を実施されない事業者が多く、本事業への申請がなか

ったため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 商工費 (項) 商工費 (目) 商工業振興費 

負担金補助及び交付金 △2,500千円 

 

担当課 産業政策部産業観光課 電話 直通 24-7076 内線 4144 

 

政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち  （単位：千円） 

事業名 企業誘致促進特別対策事業 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△7,884 

国 府 市債 その他 一般財源 111,692 

   △57,884 50,000 
補正後予算額 

103,808 

 

１ 補正の理由 
企業の操業計画・設備投資計画の見直し等により、当初見込みより支出が少な

かったため、減額補正を行います。また、令和5年度における減額補正等により
生じた一般財源を、本事業のための基金へ充当します。 

 

２ 事業費の内訳 

(款) 商工費 (項) 商工費 (目) 商工業振興費  

負担金補助及び交付金 △57,884千円 

積立金 50,000千円(積立先：企業誘致促進及び工場等操業支援基金) 
 

３ 主な特定財源 
(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

企業誘致促進及び工場等操業支援基金繰入金 △57,884千円 
 

担当課 産業政策部産業観光課 電話 直通 24-7077 内線 4161 
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政策名 市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるまち （単位：千円） 

事業名 福知山城公園観光駐車場管理運営事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△3,396 

国 府 市債 その他 一般財源 24,849 

  △3,000 △396  
補正後予算額 

21,453 
 

１ 減額の理由 

福知山城公園観光駐車場トイレ改修工事について、入札による不用額が生じた

ため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 商工費 (項) 商工費 (目) 観光費  工事請負費 △3,396千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

公共施設等総合管理基金繰入金 △396千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 商工債 

地域活性化事業債 △3,000千円 
 

担当課 産業政策部産業観光課 電話 直通 24-7076 内線 4152 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 土木一般管理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△5,000 

国 府 市債 その他 一般財源 18,334 

  △4,500  △500 
補正後予算額 

13,334 
 

１ 減額の理由 

公用車の購入において、令和5年7月に入札を実施したが不調となり、その後も

年度内の納車が見込めないため、減額補正します。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 土木管理費 (目) 土木総務費 

備品購入費 △5,000千円（公用車） 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

脱炭素化推進事業債 △4,500千円 
 

担当課 建設交通部道路河川課 電話 直通 24-7054 内線 4212 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 過疎対策事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,000 

国 府 市債 その他 一般財源 75,035 

  △6,000   
補正後予算額 

69,035 
 

１ 減額の理由 

本谷線の用地測量及び公共嘱託登記業務において、用地調査に時間を要する箇

所があり、一部年度内実施が困難となったことから、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 道路橋りょう費 (目) 道路新設改良費 

委託料 △6,000千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

過疎対策事業債 △6,000千円 
 

担当課 建設交通部道路河川課 電話 直通 24-7054 内線 4215 

 

区 分 災害救助 （単位：千円） 

事業名 被災住宅応急修理事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△8,755 

国 府 市債 その他 一般財源 10,490 

 △8,755    
補正後予算額 

1,735 

 

１ 減額の理由 

対象住宅戸数の減により減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内容 

(款) 民生費 (項) 災害救助費 (目) 災害救助費 

委託料  △8,755千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府負担金 (目) 民生費府負担金 

災害救助費等負担金 △8,755千円 
 

担当課 建設交通部建築住宅課 電話 直通 24-7058 内線 4247 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 つつじが丘・向野団地建替事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△85,800 

国 府 市債 その他 一般財源 1,375,767 

△18,650  △67,200  50 
補正後予算額 

1,289,967 
 

１ 減額の理由 

法的許認可が遅延したため工事着手が遅れ、予定していた出来高が不足したこ

とにより減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内容 

(款) 土木費 (項) 住宅費 (目) 住宅建設費  委託料  △85,800千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 土木費国庫補助金 

社会資本整備総合交付金 △18,650千円 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

公営住宅建設事業債 △67,200千円 
 

担当課 建設交通部建築住宅課 電話 直通 24-7058 内線 4247 

 

政策名 市民一人ひとりが、まちづくりの担い手となり、ほどよい力加減で助け合うまち  （単位：千円） 

事業名 市バス運行事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,676 

国 府 市債 その他 一般財源 60,474 

  △6,600  △76 
補正後予算額 

53,798 
 

１ 減額の理由 

購入を予定していた市バス（14人乗車両）がメーカーの受注停止により、調達

の見込みが立たないため、減額します。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 総務費 (項) 総務管理費 (目) 交通対策費 

需用費（車両ラッピング） △990千円、手数料（登録費用） △60千円、 

保険料（自賠責） △13千円、備品購入費（車両購入） △5,600千円、 

公課費（自動車重量税） △13千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 総務債  過疎対策事業債 △6,600千円 
 

担当課 建設交通部都市・交通課 電話 直通 24-7084 内線 2232 
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政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 街路事業(福知山綾部線) 継続・減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△11,600 

国 府 市債 その他 一般財源 74,055 

△9,075  △1,800  △725 
補正後予算額 

62,455 
 

１ 補正の理由 
国庫補助金の交付決定額が、当初申請額より減額となり、また、京都府実施事

業費の増減により市町村負担金が変更となったため、補正を行います。 
 

２ 事業費の内訳 
(款) 土木費 (項) 都市計画費 (目) 街路事業費 

補償、補填及び賠償金 △16,500千円 
負担金補助及び交付金 4,900千円 

 

３ 主な特定財源 
(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 土木費国庫補助金 

防災・安全交付金 △16,500千円×補助率55％＝△9,075千円 
(款) 市債 (項) 市債 (目) 土木債 

公共事業等債 (補助金△(16,500千円－9,075千円) 
＋補助対象負担金(40,000千円×負担率13.5％))×充当率90％≒△1,800千円 

 

担当課 建設交通部都市・交通課 電話 直通 24-7050 内線 4319 

 

政策名 持続可能な生活を支える基盤の整ったまち （単位：千円） 

事業名 地籍調査事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△7,000 

国 府 市債 その他 一般財源 20,154 

 △2,527   △4,473 
補正後予算額 

13,154 
 

１ 減額の理由 

国土調査費補助金の交付決定額が当初申請額より減額となったことや、委託料

において入札による不用額が生じたため減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 土木費 (項) 土木管理費 (目) 土木総務費  委託料 △7,000千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 土木費府補助金 

国土調査費補助金 △2,527千円 
 

担当課 建設交通部用地課 電話 直通 24-7079 内線 4322 
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政策名 市民一人ひとりが、自然、環境や地域資源を守り、生かし、次世代につないでいくまち （単位：千円） 

事業名 消防団施設整備事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△2,300 

国 府 市債 その他 一般財源 127,303 

   △2,300  
補正後予算額 

125,003 
 

１ 減額の理由 
金山分団第2部詰所屋根改修工事において、入札不調により適正な業務期間を

確保することが困難となったため減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 消防費 (項) 消防費 (目) 消防施設費 

工事請負費（消防団詰所改修） △2,300千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 

公共施設等総合管理基金繰入金 △2,300千円 
 

担当課 消防本部消防課 電話 直通 24-0119 内線 2420-202 

 

政策名 市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち  （単位：千円） 

事業名 小学校施設環境改善事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△73,634 

国 府 市債 その他 一般財源 176,189 

  △73,700  66 
補正後予算額 

102,555 
 

１ 減額の理由 

小学校特別教室空調設備設置工事に伴う設計業務について、入札による不用

額が生じたことと、小学校特別教室空調設備設置工事内容の変更及び入札によ

る不用額が生じたため、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 小学校費 (目) 学校管理費 

委託料 △2,346千円、工事請負費 △71,288千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 教育債 

学校教育施設等整備事業債 △55,300千円 

行政改革推進事業債 △18,400千円 
 

担当課 教育委員会教育総務課 電話 直通 24-7061 内線 5114 
   



54 

 

 

政策名 市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち （単位：千円） 

事業名 中学校施設環境改善事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,544 

国 府 市債 その他 一般財源 220,503 

  △6,600  56 
補正後予算額 

213,959 
 

１ 減額の理由 
六人部中学校特別教室空調設備設置工事について、入札による不用額が生じ

たため減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 中学校費 (目) 学校管理費 

工事請負費 △6,544千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 市債 (項) 市債 (目) 教育債 

学校教育施設等整備事業債 △5,000千円 

行政改革推進事業債 △1,600千円 
 

担当課 教育委員会教育総務課 電話 直通 24-7061 内線 5114 

 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 スクールサポーター配置事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,000 

国 府 市債 その他 一般財源 48,692 

    △6,000 
補正後予算額 

42,692 
 

１ 減額の理由 

会計年度任用職員の配置期間や勤務条件等を当初の予定から変更したことに

より、人件費に不用額が生じるため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 教育総務費 (目) 教育振興費 

報酬 △3,800千円 

職員手当等 △1,100千円 

共済費 △1,100千円 
 

担当課 教育委員会学校教育課 電話 直通 24-7062 内線 5122 
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政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 中学校就学援助事業・特別支援就学奨励事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△6,000 

国 府 市債 その他 一般財源 43,217 

△54    △5,946 
補正後予算額 

37,217 

 

１ 減額の理由 
当初の見込みよりも対象となる生徒数が減少し、扶助費に不用額が生じるた

め、減額補正を行います。 
 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 中学校費 (目) 教育振興費 

扶助費 △6,000千円 
 

３ 主な特定財源 

(款) 国庫支出金 (項) 国庫補助金 (目) 教育費国庫補助金  

要保護生徒就学援助費 △54千円 
 

担当課 教育委員会学校教育課 電話 直通 24-7062 内線 5122 

 

政策名 市民一人ひとりが、お互いを尊重しながら、共に育み、共に育つまち  （単位：千円） 

事業名 放課後児童クラブ整備事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△1,600 

国 府 市債 その他 一般財源 111,280 

    △1,600 
補正後予算額 

109,680 

 

１ 減額の理由 

遷喬放課後児童クラブ棟新築工事を繰越すことに伴い、施設備品の購入につ

いて令和6年度予算に計上し直すため、令和5年度予算を減額します。 

 

２ 減額事業費の内容 

(款) 教育費 (項) 社会教育費 (目) 社会教育総務費 

備品購入費 △1,600千円 
 

 

担当課 教育委員会生涯学習課 電話 直通 24-7067 内線 2118 
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政策名 市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち  （単位：千円） 

事業名 市民交流プラザふくちやま管理運営事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△5,000 

国 府 市債 その他 一般財源 69,878 

    △5,000 
補正後予算額 

64,878 

 

１ 減額の理由 

光熱水費（電気料、ガス使用料）の支出見込額が当初見込みより少なくなるた

め、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 社会教育費 (目) 公民館費 

需用費 光熱水費 

電気料 △2,000千円 

ガス使用料 △3,000千円 

 

担当課 教育委員会中央公民館 電話 直通 22-9551 

 

政策名 市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち  （単位：千円） 

事業名 学校給食管理運営事業 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△4,500 

国 府 市債 その他 一般財源 586,768 

    △4,500 
補正後予算額 

582,268 

 

１ 減額の理由 

光熱水費（電気料、ガス使用料）の支出見込額が当初見込みより少なくなるた

め、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 教育費 (項) 保健体育費 (目) 学校給食費 

需用費 光熱水費 

電気料 △1,000千円 

ガス使用料 △3,500千円 
 

担当課 教育委員会学校給食センター 電話 直通 23-5766 
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政策名 繰出金補正 （単位：千円） 

事業名 休日急患診療所費特別会計繰出金 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△10,102 

国 府 市債 その他 一般財源 10,102 

    △10,102 
補正後予算額 

－ 

 

１ 減額の理由 

休日急患診療所費特別会計の収支が黒字となる見込みであり、一般会計からの

繰出が不要となるため、減額補正を行います。 

 

２ 減額事業費の内訳 

(款) 衛生費 (項) 保健衛生費 (目) 休日急患診療所費 

繰出金 △10,102千円 

 

担当課 財務部財政課 電話 直通24-7035 内線3322 
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区 分 歳入予算 （単位：千円） 

事業名 合併算定替逓減対策基金繰入金 減額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

△50,000 

国 府 市債 その他 一般財源 378,000 

 
   △50,000 

補正後予算額 

328,000 

 

減額補正の理由 

他の一般財源の増額に伴い、合併算定替逓減対策基金の繰入金を減額します。 

 

担当課 財務部財政課 電話 直通 24-7035 内線 3322 

 

区 分 歳入予算 （単位：千円） 

事業名 休日急患診療所費特別会計繰入金 増額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

4,153 

国 府 市債 その他 一般財源 － 

 
 

 4,153 
 
補正後予算額 

4,153 

 

増額補正の理由 

休日急患診療所費特別会計において、診療収入等の増加に伴い令和5年度決算

が黒字となる見込みであるため、黒字分を一般会計に繰出します。 

 

担当課 財務部財政課 電話 直通 24-7035 内線 3322 
  

(款) 繰入金 (項) 特別会計繰入金 (目) 休日急患診療所費特別会計繰入金 

(款) 繰入金 (項) 基金繰入金 (目) 基金繰入金 
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区 分 歳入予算 （単位：千円） 

事業名 個人市民税・法人市民税・固定資産税・たばこ税 増額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

226,735 

国 府 市債 その他 一般財源 11,260,180 

 
   226,735 

補正後予算額 

11,486,915 

 

 

 

 

増額補正の理由 

個人市民税については、給与所得の伸びにより当初予算より増収となること

が見込まれるため、補正を行います。 

法人市民税については、新型コロナウイルス感染症と物価高騰の景気に与え

る影響が不透明であったことから、令和5年度当初予算は令和4年度並みの予算

計上を行いましたが、製造業を中心とした企業収益の改善により増額となるこ

とが見込まれるため、令和6年1月末収入額の実績をもとに補正を行います。 

固定資産税については、新築家屋の評価額が見込みより高くなったことや設

備投資による償却資産が増加したことにより、当初予算より増額となることが

見込まれるため補正を行います。 

また、たばこ税については、令和5年度の販売本数実績見込みから増収となる

ことが見込まれるため補正を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （単位：千円） 

 
当初予算額 

① 

補正後予算額 

② 

今回補正額 

②－① 

個人市民税 3,817,423 3,853,047 35,624 

法人市民税 1,217,474 1,316,234 98,760 

固定資産税 5,660,506 5,712,895 52,389 

たばこ税 564,777 604,739 39,962 

合 計 11,260,180 11,486,915 226,735 

担当課 財務部税務課 電話 直通 24-7024 内線 3353 
  

（款) 市税（項) 市民税（目) 個人 

（款) 市税（項) 市民税（目) 法人 

（款) 市税（項) 固定資産税（目) 固定資産税 

（款) 市税（項) たばこ税（目) たばこ税 
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区 分 歳入予算 （単位：千円） 

事業名 普通交付税・臨時財政対策債・地方特例交付金 増額 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

448,841 

国 府 市債 その他 一般財源 10,285,000 

 
 △57,301 

 
506,142 

補正後予算額 

10,462,115 

 

 

 

増額・減額補正の理由 

令和5年度の国の補正予算に伴い、地方団体が、経済対策の事業等を円滑に実

施するために必要な経費を算定するため、基準財政需要額の臨時費目として【臨

時経済対策費】が創設され、本市にも追加配分されることとなったほか、その他

費目の算定結果により普通交付税と地方特例交付金の交付額が当初見込みを上

回るため、増額補正を行います。また、普通交付税の算定結果に伴い、臨時財政

対策債の発行見込みが減少となるため、減額補正を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （単位：千円） 

 
当初予算額 

① 

補正後予算額 

② 

今回補正額 

②－① 

普通交付税 9,970,000 10,462,115 492,115 

臨時財政対策債 240,000 182,699 △57,301 

地方特例交付金 75,000 89,027 14,027 

合 計 10,285,000 10,733,841 448,841 

担当課 財務部財政課 電話 直通 24-7035 内線 3322 
  

(款) 地方交付税 (項) 地方交付税 (目) 地方交付税 

(款) 市債 (項)市債  (目)臨時財政対策債 

(款) 地方特例交付金 (項) 地方特例交付金 (目) 地方特例交付金 
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政策名 市民一人ひとりが、その人なりの生きがいを持ち、健やかで活動的なまち （単位：千円） 

事業名 一般被保険者療養給付費（国民健康保険事業特別会計） 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

42,620 

国 府 市債 その他 一般財源 4,373,772 

 42,620    
補正後予算額 

4,416,392 

 

１ 事業の背景・目的 

職場の健康保険や後期高齢者医療保険など他の医療保険に加入していない市

民を対象に、国民健康保険法等に基づき国民健康保険事業を運営しています。 

一般被保険者の入院・外来・歯科等医療費の保険者負担分について、保険医療

機関からの請求により、審査のうえで診療報酬を療養給付費として支払っていま

す。 

 

２ 事業の内容 

一般被保険者の入院・外来・歯科等医療費の保険者負担分について、令和4年

度に比べ被保険者、並びに診療件数が減少する中で、一人当たりの療養給付費が

増額し、当初予算を上回る見込みであることから補正を行います。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 保険給付費 (項) 療養諸費 (目) 一般被保険者療養給付費 

一般被保険者療養給付費 42,620千円 
 

（支出見込額）    （当初予算額） 

4,416,392千円 － 4,373,772千円 ＝ 42,620千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 保険給付費等交付金 

保険給付費等交付金（普通交付金） 42,620千円 

 

担当課 市民総務部保険年金課 電話 直通 24-7015 内線 2261 

  

316,996 
312,339 

310,930 

339,837 

353,340 

280,000

300,000

320,000

340,000

360,000

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

（見込）

一人あたり療養給付費（一般）（円） 



62 

 

 

政策名 市民一人ひとりが、最期まで生き生きとくらし、温かく見送られるまち （単位：千円） 

事業名 （休日急患診療所費特別会計） 継続 

補正予算額 左の財源内訳 補正前予算額 

7,736 

国 府 市債 その他 一般財源 22,639 

 350  7,386  
補正後予算額 

30,375 

 

１ 事業の背景・目的 

休日において緊急に医療を必要とする市民に対し、応急的な診療を提供する

ことにより市民が安心して生活できる環境を整備するため、昭和52年から一般

社団法人福知山医師会、福知山薬剤師会の協力を得て、福知山市休日急患診療所

を開設しています。 

 

２ 事業の内容 

新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザの流行による診療患者の増加

に伴い、増収が見込まれるため、一般会計からの繰入金を皆減します。また、薬

剤の補填など、診療患者の増加に対応します。 

 

３ 事業費の内訳 

(款) 休日急患診療所費 (項) 診療所費 (目) 総務管理費 

他会計繰出金 4,153千円（一般会計繰出金） 

(款) 休日急患診療所費 (項) 診療所費 (目) 医業費 

需用費 3,583千円（医薬材料費） 

計 7,736千円 

 

４ 主な特定財源 

(款) 診療収入 (項) 診療収入 (目) 診療収入 

診療収入 17,488千円 

(款) 府支出金 (項) 府補助金 (目) 休日急患診療所費府補助金 

ゴールデンウイーク診療・検査体制補助金 300千円  

光熱費支援事業補助金 50千円 

(款) 繰入金 (項) 繰入金 (目) 他会計繰入金 

一般会計繰入金 △10,102千円 

計 7,736千円 

 

担当課 福祉保健部健康医療課 電話 直通 23-2788 内線 2299 
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◆ 条例関連議案 
 

１ 福知山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例（新規） 

【担当課：デジタル政策推進課  電話：（直通）24-7060（内線）3120】 
 

１ 制定の理由 

   市の機関等に係る申請、処分通知その他の手続等に関し、電子情報処理組織を使用

する方法その他の情報通信の技術を利用する方法により行うことができるようにする

ため、条例を制定する必要がある。 

 

 ２ 制定の内容 

 （１）手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図り、

市民生活の向上に寄与することを目的とし、必要な事項を定めることとした。 

（第１条関係） 

 （２）定義について定めることとした。 

（第２条関係） 

 （３）電子情報処理組織による申請等について定めることとした。 

（第３条関係） 

 （４）電子情報処理組織による処分通知等について定めることとした。 

（第４条関係） 

 （５）電磁的記録による縦覧等について定めることとした。 

（第５条関係） 

 （６）電磁的記録による作成等について定めることとした。 

（第６条関係） 

 （７）適用除外について定めることとした。 

（第７条関係） 

 （８）添付書面等の省略について定めることとした。 

（第８条関係） 

 （９）情報通信技術を活用した行政の推進に関する状況の公表について定めることとし

た。 

（第９条関係） 

 

 ３ 施行期日 

   公布の日 
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２ 福知山市職員の定年等に関する条例（一部改正） 

【担当課：職員課  電話：（直通）24-7034（内線）3230】 

 

 １ 改正の理由 

  管理監督職上限年齢の対象者を明確化するため、所要の規定の整備を行う必要があ

る。 

 

 ２ 改正の内容 

 （１）管理監督職勤務上限年齢制の対象となる管理監督職を明記するよう改めることと

した。 

（第６条関係） 

（２）医療業務に従事する医師及び歯科医師の管理監督職勤務上限年齢を６５歳に改め

ることとした。 

（第７条関係） 

 

 ３ 施行期日 

   公布の日 

 

 

３ 福知山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（一部改

正） 

【担当課：都市・交通課  電話：（直通）24-7051（内線）4310】 
 

 １ 改正の理由 

   統計法第２８条の規定に基づき、統計基準として日本標準産業分類を定める件の告

示に伴い、所要の規定の整理を行う必要がある。 

 

２ 改正の内容 

   文言の整理を行うこととした。 

（別表第２関係） 

 

 ３ 施行期日 

   令和６年４月１日 

 
 

４ 福知山市温水プール条例（廃止） 

【担当課：文化・スポーツ振興課  電話：（直通）24-7069（内線）5330】 
 

 

 １ 廃止の理由 

   福知山市温水プールを廃止するため、条例を廃止する必要がある。 

 

 ２ 施行期日 

   公布の日 
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◆ その他議案 
 

■工事請負契約の変更について 

【担当課：中央公民館  電話：(直通)22-9551】 

 

 １ 工 事 名  六人部地域公民館・体育館大規模改修工事 

 

 ２ 変更前契約金額  ４８８,６９４,８００ 円 

 

 ３ 変更後契約金額  ４９８,７５３,２００ 円 

 

 ４ 変 更 理 由  アリーナ床下地に再利用できない腐食が発見され、床下地改修

を増工するため。 

 

 ５ 契約の相手方  河守・北陵 共同企業体 

             代表者  福知山市大江町河守３５０番地 

                  河守工業株式会社 

                   代表取締役  河 田 克 巳 

             構成員  福知山市厚東町１７０ 

                  北陵興業株式会社 

                   代表取締役  木 下 賢 一 郎 

 

 

■物品の取得について 

【担当課：教育総務課  電話：(直通)24-7061 (内線)5119】 
 

 １ 物 品 名  小学校教師用指導書 

 

 ２ 契約の方 法  随意契約 

 

 ３ 取 得 価 格  ３３,１６２,３６０円 

 

 ４ 契約の相手方  京都市中京区中筋通夷川上る鉾田町３０６番地 

           京都府教科図書販売株式会社 

            代表取締役社長  新 井 慎 平 

 

 

■財産の無償貸付について 

【担当課：資産活用課  電話：(直通)24-7068 (内線)4341】 
 

１ 無償貸付をする財産 

旧有仁小学校建物等の用に供している土地 

所在地  福知山市大江町南有路小字九日１６５５番 他 

地 目  学校敷地 他 

地 積  １０，３８２㎡のうち、４，１０４㎡ 
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旧有仁小学校校舎棟、屋内運動場棟等の用に供している建物 

所在地  福知山市大江町南有路小字九日１６５５番地 

構造・延床面積 

（校舎棟）鉄筋コンクリート造    ２階建 １，７５４㎡ 

（屋内運動場棟）鉄筋コンクリート造 平家建   ５５４㎡ 

（倉庫棟）鉄筋コンクリート造    平家建     ８㎡ 

（倉庫棟）軽量鉄骨造        平家建    ３１㎡ 

（倉庫棟）コンクリートブロック造  平家建    １４㎡ 

（その他）プール付属室 

                   延床面積合計 ２，３６１㎡ 

２ 無償貸付の相手方 

    所在地  大阪府枚方市招提田近二丁目１番地３ 

    名 称  株式会社 くらこん 

    代表者  代表取締役 伝宝 啓史 

 

３ 無償貸付の理由 

旧有仁小学校の利活用において、上記の土地及び建物を無償貸付することで、長

期にわたる施設の安定的な活用を図り、地域活性化に資することを目的とする。 

 

４ 貸付の期間 

   令和６年４月１日から１０年間 

 

 

■財産の無償貸付について 

【担当課：生涯学習課  電話：(直通)24-7064 (内線)5143】 
 

１ 無償貸付をする財産 

   旧三岳青少年山の家の本館（宿泊棟）、研修館等の用に供している建物 

    所在地  福知山市字喜多小字寺ノ下６７２番 他 

構造・延床面積 

    （本館（宿泊棟））鉄骨造瓦葺平家建       ５６８．０２㎡ 

（機械室）    コンクリートブロック造平家建  ３１．３５㎡ 

    （研修館）    鉄骨造コロニアル葺平家建   １９６．３５㎡ 

    （多目的ホール） 鉄骨造平家建         ２００．００㎡ 

 

                     延床面積合計 ９９５．７２㎡ 

 

   旧三岳青少年山の家建物等の用に供している土地 

    所在地  福知山市字喜多小字寺ノ下６７２番 他 

    地 目  宅地 

    地 積  １，２２６．５１㎡ 

 

２ 無償貸付の相手方 

    所在地  大阪府東大阪市楠根三丁目９番１９号 

    名 称  株式会社 Ｒｅｎｔ 
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    代表者  代表取締役 北田 尚斗 

 

３ 無償貸付の理由 

    旧三岳青少年山の家の利活用において、上記の土地及び建物を無償貸付することで、

長期にわたる施設の安定的な活用を図り、地域活性化に資することを目的とする。 

 

４ 貸付の期間 

    令和６年４月１日から１０年間 

 

 

■市道の認定及び路線変更について 

【担当課：道路河川課  電話：(直通)24-7054 (内線)4212】 
 

下記路線について、市道の認定及び路線変更をする。 
 

 
 
 

◆ 報 告 
■損害賠償の額について 

 
地方自治法第１８０条第１項の規定により行った専決処分について、同条第２項の規 

定によりこれを報告する。 
 

専決 内 容 損害賠償額 
担当課 

【連絡先】 

令和 5年 

12 月 8 日 

専決第 7号 

令和５年９月２０日、福知山市役所建

築住宅課において、福知山市建築住宅課

職員が、相手方の実弟である人物の求め

に応じ、相手方の同意なく個人情報であ

る自宅電話番号及び勤務先の情報を提

供したことによる相手方の損害を、次の

とおり賠償する。 

52,750 円 
建築住宅課 

【(直通)24-7053・

(内線)4241】 

区　分 路　線　名 摘　要 （認定・変更等理由）

認 定 西山3号線 開発行為に係る帰属によるもの

認 定 北平野線 開発行為に係る帰属によるもの

認 定 池部線 開発行為に係る帰属によるもの

認 定 上松3号線 開発行為に係る帰属によるもの

路線変更 小谷ヶ丘堀山線 道路新設による終点変更

路線変更 小谷ヶ丘5号線 道路新設による終点変更

路線変更 大門9号線 道路新設による終点変更

路線変更 六日線 道路新設による起点変更

路線変更 六日口薬師線 道路新設による起点変更

路線変更 大山住所線 道路新設による起点変更
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令和 6年 

1 月 22 日 

専決第 8号 

令和５年１０月５日、福知山市夜久野

町直見地内において、公用車を道路端に

寄せた際に、車両上部が建物の雨樋に接

触し損傷したことによる相手方の損害

を、次のとおり賠償する。 

35,200 円 
夜久野支所 

【(直通)37-1101・

(内線)74-9211】 

令和 6年 

2 月 5 日 

専決第 9号 

令和５年９月２７日、福知山市の放課

後児童クラブにおいて、手指消毒用アル

コール消毒液をランドセル保管場所付

近に設置していたため、児童のランドセ

ルにアルコール消毒液が飛散し、ランド

セルカバー部を白く脱色させ、損傷した

ことによる相手方の損害を、次のとおり

賠償する。 

16,500 円 
生涯学習課 

【(直通) 24-7067・

(内線)2118】 

 


